（NO.13209）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


【プログラム】
	日程
	時 　間
	テ　ー　マ

	3
月
8
日
(土)
	10:10～11:50
	自閉症療育における教育・療育機関の役割とは

	
	昼　　食　　（各自でお取りください）

	
	13:00～13:50
	実践事例に基づく具体的対応
（１）幼児期

	
	14:00～14:50
	（２）学齢期

	
	15:00～15:30
	まとめと今後の療育の方向性


≪ 講 師：明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター ≫
センター長：新井　利明　　　 相談員：山藤　由紀・田代　結
天野　昌子・太田　智子
中嶋　由希子・湯浅　麻衣
発達障害・専門講座９








明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター報告会


自閉症スペクトラム児に対する療育支援


―教育支援、療育支援が取り組むべき内容とは－





期　　日：２０１４年 3月 ８日（土）


受講対象：教育、保育、相談に関わる専門家および保護者、家族


定　　員：90名（定員になり次第締切りますのでホームページ等でご確認ください）


受 講 料：１,０００円（税込み）※昼食は各自でおとりください


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　電話：０３-３９８６-７０２１


　 ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」より徒歩約７分





自閉症スペクトラム児・者に対する支援の幅は着実に広がってきています。多くの機関が様々な年齢層に対してバリエーションのある生活・余暇支援の機会を設定しているのに対し、教育・療育機関での特別な教育・療育ニーズに応じた支援において、中核に据えられるべき内容である「可能な限り個人の可能性を具現化するための個別的でより深い指導内容」に向けた対応については、少し物足りないままになっているように思われます。　


同じ「支援」という文字が付いていても、生活・余暇支援で対応されるべきことと、教育・療育支援で対応されるべきことには違いがあるのは当然です。今回の報告では、専門機関で取り組むべき療育支援の内容について、少し整理してお話しする予定です。また、可能な限り様々な領域・機関で自閉症スペクトラム児・者の教育・福祉に携わっている参加者それぞれの課題について考えてみたいと思います。


今回は、いろいろな要因から公開講座ではなく報告会の開催となります。情報量としては不十分なものになってしまうかもしれませんが、この一年の療育相談の中で蓄積した内容についてお伝えする予定です。継続的に公開講座に参加されている方、また、新しい実践に向けたアイデアを希求する方のご参加を期待しています。








